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開場　１４:３０   
開演　１５:００ 
(２ステージ入替無 ) (1drink=６００円～ ) 

MC=３３００円　＋２drinks order

藤本一馬
ギタリスト、コンポーザー。 1998 年ヴォーカルのナガシマトモコとのデュ
オ、orange pekoe を結成。2002 年 1st 作 «Organic Plastic Music» で幅
広い支持を獲得。その後も国内はもとよりアジア各国や北米でも活動を展
開。 2011 年ソロ名義での 1st アルバム «SUN DANCE» をリリースし、雄
大な自然からの着想、自己の内面を投影した叙情的なオリジナル楽曲もと
に、アコースティックな響きと空間的余韻を内包したインストゥメンタル
音楽を展開。ジャズやクラッシク音楽だけでなくワールドミュージックリ
スナーなど幅広い支持を得る。 その後もカルロス・アギーレ (pf) やアンドレ・
メマーリ (pf)、シルビア・イリオンド (vo) 等をフィーチャーしたソロ名義
作 «Dialogues»、«My Native Land»、«FLOW»、また伊藤志宏 (pf) とのデュ
オ作 »Wavenir» を発表。2019 年、予てから活動を展開していた林正樹
(pf)、西嶋徹 (cb) との FLOW トリオに福盛進也 (dr) が参加し、藤本一馬カ
ルテットを始動。フォークロリックな感性と室内楽の持つ静謐さ湛えたコ
ンテンポラリー・ジャズへ昇華。その他、これまで国内および海外まで多
数のアーティストと共演。 旋律的でリリカルなアプローチ、ときに野生的な
ダイナミズムまで、その音楽性は高い評価を獲得している。

maiko
神戸市出身。3 歳からバイオリンを始める。京都市立芸術大学音楽学部卒業。
1999 年 4 月、上京。ジャズバイオリニスト寺井尚子氏のライブに通いつめ、
アドバイスを頂きながらジャズバイオリンの研さんを始める。1999 年 12 月、
第 19 回浅草 Jazz コンテストでベストプレイヤー賞を受賞。2001 年 10 月、
横濱ジャズプロムナード、ライブ・コンペティション本選大会で向井滋春賞
を受賞。2001 年 12 月～ 2003 年 1 月まで吉川よしひろのザチェロアコース
ティックスに在籍、同時期フュージョンバンド Red Lotus でエレキバイオリ
ンを演奏。そのリリカルでハートフルなプレイは、わが国ポピュラーバイオ
リンの第一人者中西俊博氏も絶賛。パーカッションの横山達治バンドに 2004
年 11 月～ 2007 年 9 月まで在籍。2001 年からの 8 年間で 2,000 回を越え
るライブ・パフォーマンスを行い、自己のスタイルを確立する。2009 年 9 月、
洗足学園音楽大学ジャズコース非常勤講師に就任。2012 年より『須藤元気率
いる WORLD ORDER LIVE』国際フォーラムや NHK ホール・武道館でのコ
ンサートに参加。現在首都圏のライブハウスを中心に自身がリーダーのライ
ブ活動をするとともに、Trump、じゃず撫子、SJS、P.O.N. 他、多くのバン
ドやセッションに参加。ビバップ、スウィング、ECM、フュージョン、ラテ
ンと幅広いジャンルにおいて、音色の美しさと熱い演奏が身上。コンポーザー
としての才能も高く、歌心あふれるオリジナルナンバーは好評を博している。
スタジオや CM、イベント・パーティ等での演奏、学校公演、病院・施設で
のボランティア演奏等、表現者としてさまざまなシチュエーションでのパ
フォーマンスを精力的に行う。 また、自身が阪神・淡路大震災を被災した経験
から、気仙沼や陸前高田等、被災地へボランティア演奏に赴いている。

藤本一馬 maiko
guitar violin

※マスクの着用を必ずお願いいたします。
※ご入場の際、備え付け、又はご持参の消毒液にて手を消毒して下さい。


